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長
州
藩
鷺
流
に
お
け
る
「
改
作
」
の
問
題

―
江
山
本
「
差さ

し

出で

祖お
お

父じ

」
を
め
ぐ
っ
て
―

稲　

田　

秀　

雄

は
じ
め
に

　

現
在
、
山
口
市
に
伝
わ
る
鷺
流
狂
言
は
、
長
州
藩
狂
言
方
で
あ
っ
た
春
し
ゅ
ん
に
ち日

庄
作
（
一
八
一
六
〜
一
八
九
七
）
に
よ
っ
て
、
明
治
期
に
山
口
の
素
人
衆

に
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）

1
（

。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
山
口
市
内
に
伝
存
す

る
鷺
流
狂
言
の
台
本
を
諸
流
台
本
と
比
較
・
検
討
し
、
山
口
に
残
る
鷺
流

狂
言
の
系
統
と
位
置
に
つ
い
て
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
山
口

の
鷺
流
は
、
基
本
的
に
鷺
伝
右
衛
門
派
の
系
統
に
属
す
る
が
、
部
分
的
に

は
独
自
の
（
ま
た
は
他
流
に
近
い
）
詞
章
や
演
出
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た）

2
（

。
そ
れ
ら
は
、
中
央
（
江
戸
）
の
伝
右
衛
門
派
と
は
異

な
る
、
長
州
藩
の
鷺
流
独
自
の
詞
章
・
演
出
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と

い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
考
察
を
終
え
た
台
本
の
中
に
、
江
山
家
か
ら
出
た
と
さ
れ

る
、
江
戸
末
期
書
写
の
江
山
本）

3
（

（
山
口
県
立
大
学
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ

ー
蔵
）
が
あ
る
。
江
山
家
と
は
、
長
州
藩
狂
言
方
の
一
家
で
、
宝
永
七
年

に
第
五
代
藩
主
で
あ
る
毛
利
吉
元
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
江
山
源
兵
衛
助た
す
くを

祖
と
し
、
代
々
鷺
伝
右
衛
門
派
の
狂
言
を
伝
え
た
と
さ
れ
る）

4
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
江
戸
中
期
の
台
本
で
あ
る
宝
暦
名
女
川

本）
5
（

「
近
雑
部
」
の
冊
に
は
、「
孫
聟
」
に
続
い
て
「
差
手

（
マ
マ
）祖

父
」
と
い
う
曲

が
附
載
さ
れ
て
い
る
。「
差
手
（
出
）
祖
父
」
と
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
記

載
さ
れ
る
「
孫
聟
」
の
曲
名
の
下
に
「
さ
し
で
祖
父
ト
モ
云
」
と
注
記
す

る
通
り
、「
孫
聟
」
の
異
称
で
あ
る）

6
（

。
鷺
伝
右
衛
門
派
最
古
の
台
本
で
あ
る

享
保
保
教
本
に
も
、
同
じ
く
「
差
出
祖
父
」
の
曲
名
で
記
載
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
宝
暦
名
女
川
本
は
、
同
じ
曲
の
本
文
を
二
種
掲
載
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
が
、
他
に
も
同
様
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、「
鎌
腹
」「
宝
瘤
取
」「
釣

狐
」「
業
平
餅
」「
人
か
杭
か
」
が
あ
り
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
二
種
の
本
文
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が
記
載
さ
れ
て
い
る）

7
（

。
同
一
曲
に
つ
い
て
複
数
の
本
文
を
わ
ざ
わ
ざ
書
き

留
め
て
い
る
の
は
、
当
然
内
容
に
差
異
が
あ
る
た
め
で
、
右
に
挙
げ
た
「
鎌

腹
」
以
下
の
場
合
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
本
文
と
と
も
に
、
同
流
で
あ
り

な
が
ら
詞
章
・
演
出
の
異
な
る
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
本
文
を
収
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
宝
暦
名
女
川
本
に
記
載
さ
れ
た
「
差
出
祖
父
」（「
差

出
」
が
正
し
い
の
で
、
以
下
こ
の
表
記
に
統
一
す
る
）
に
は
、
曲
名
の
下
に

是
ハ
長
門
江
山
氏
ヨ
リ
来
ル

と
い
う
注
記
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
詞
章
は
、
先
述
し
た
長
州
藩
狂

言
方
の
江
山
家
の
も
の
と
解
さ
れ
る
。
す
る
と
、
先
の
伝
右
衛
門
派
・
仁

右
衛
門
派
の
本
文
を
と
も
に
記
載
す
る
例
と
は
異
な
り
、「
孫
聟
」
と
「
差

出
祖
父
」
の
併
記
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
に
お
け
る
中
央
（
江
戸
）
と
地
方

（
長
州
藩
）
と
の
差
異
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る）

8
（

。
現
在
山
口
に
伝
存
す

る
江
山
本
に
は
「
差
出
祖
父
（
孫
聟
）」
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
宝
暦
名
女
川
本
に
、
江
山
家
の
「
差
出
祖
父
」
が
書
き
留
め
ら
れ

て
い
た
の
は
、
長
州
藩
に
お
け
る
狂
言
の
実
態
を
探
究
す
る
上
で
、
極
め

て
貴
重
な
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
宝
暦
名
女
川
本
所

収
の
「
差
出
祖
父
」
を
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

以
下
、
長
州
藩
鷺
流
の
流
れ
を
引
き
継
ぐ
山
口
鷺
流
の
総
合
的
研
究
の

一
環
と
し
て
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
の
内
容
を
分
析
し
、
そ
の
形
成
の

事
情
（
背
景
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、「
孫
聟
（
差
出
祖
父
）」
と
い
う
狂
言

　

そ
も
そ
も
「
孫
聟
（
差
出
祖
父
）」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
狂
言
で
あ
る
の

か
。「
孫
聟
」
は
、
和
泉
流
の
現
行
曲
で
あ
る
。
同
流
最
古
の
天
理
本
以

降
、
主
要
な
台
本
に
存
す
る
が
、
古
来
、
大
蔵
流
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
は

な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
江
戸
末
期
の
大
蔵
八
右
衛
門
家
当
主
で
あ
る
大
蔵

虎
光
は
、
山
脇
和
泉
元
業
（
和
泉
流
十
四
世
宗
家
）
か
ら
、
こ
の
曲
の
伝

授
を
受
け
て
い
る
。
山
脇
元
業
写
に
な
る
『
狂
言
由
緒
略
書
・
代
々
勤
書

之
覚）

9
（

』
に
よ
る
と
、
天
保
十
年
、
大
坂
に
お
け
る
山
田
藤
右
衛
門
一
代
勧

進
狂
言
に
お
い
て
元
業
が
勤
め
た
「
孫
聟
」
を
見
て
、
虎
光
は
そ
の
趣
意

を
賞
翫
し
、「
苦
し
か
ら
ず
ハ
伝
呉
よ
」
と
請
う
た
の
で
、
元
業
が
「
六

義
」（
台
本
）
を
虎
光
に
相
伝
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
大
蔵
八
右
衛
門
派

の
台
本
と
し
て
の
「
孫
聟
」
は
現
存
し
て
い
な
い
。
か
つ
て
笹
野
堅
氏
が

紹
介
さ
れ
た
、
大
津
在
住
の
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
役
者
・
堀
村
八
二
郎
所

持
本
の
「
外
之
部
」
に
「
孫
聟
」
が
見
え
る）
10
（

が
、
こ
の
台
本
は
現
在
、
所

在
不
明
で
あ
る
。

　

鷺
流
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
先
述
の
よ
う
に
、
宝
暦
名
女
川
本
に
先

行
す
る
享
保
保
教
本
に
は
、「
差
出
祖
父
」
の
曲
名
で
収
め
ら
れ
る
が
、
曲
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名
の
下
に
「
京
流
ノ
狂
言　

孫
聟
ト
モ
云　

聟
ノ
類
ナ
リ
」
と
注
記
す
る
。

京
流
と
は
、
江
戸
中
期
以
降
に
京
都
で
活
躍
し
た
狂
言
役
者
た
ち
の
総
称

で
も
あ
る
が
、
保
教
本
に
い
う
「
京
流
」
は
、
ほ
ぼ
和
泉
流
の
こ
と
と
見

て
よ
い
よ
う
で
あ
る）

11
（

。
こ
の
注
記
か
ら
し
て
も
、
本
曲
は
も
と
も
と
鷺
流

の
所
演
曲
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
鷺
流
の
主
な
名
寄
類
に
も
見

え
な
い
。
な
お
、
保
教
本
の
内
容
は
和
泉
流
に
近
い
。

　

享
保
保
教
本
以
外
に
「
孫
聟
」
を
収
め
る
鷺
流
の
台
本
と
し
て
は
、
こ

れ
も
先
述
の
通
り
、
宝
暦
名
女
川
本
が
あ
る）
12
（

。
大
筋
は
保
教
本
に
同
じ
で

あ
る
が
、
細
部
の
せ
り
ふ
は
か
な
り
異
な
る
。
宝
暦
名
女
川
本
「
孫
聟
」

の
後
記
に
は
、「
西
丸
御
仕
舞
狂
言
被
仰
付
候　

享
保
十
九
甲
寅
年
五
月

十
三
日
に
、
近
藤
六
右
衛
門
へ
孫
聟
被
仰
付
て
、
此
通
り
相
勤
申
候
」
と

あ
る
。
こ
こ
に
い
う
近
藤
六
右
衛
門
と
は
、
名
女
川
家
三
代
・
名
女
川
六

右
衛
門
政
章
（
一
六
七
五
〜
一
七
五
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。
家
督
相
続
後

の
宝
永
三
年
に
、
五
代
将
軍
・
綱
吉
に
御
廊
下
番
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、

近
藤
と
改
姓
し
た
と
い
う
（
宝
暦
名
女
川
本
『
萬
聞
書
』
所
収
「
宝
永
三

年
近
藤
六
右
衛
門
親
類
書）
13
（

」）。

　

こ
の
近
藤
（
名
女
川
）
六
右
衛
門
に
よ
る
「
孫
聟
」
上
演
の
こ
と
は
、

『
触
流
し
御
能
組）

14
（

』
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
同
書
に
は
、「
孫
聟
」
の

上
演
記
録
は
、
次
の
よ
う
に
二
回
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
演
者
は
い

ず
れ
も
近
藤
六
右
衛
門
で
あ
る
。

○
享
保
十
四
年
五
月
十
一
日　

江
戸
城
西
丸
慰
能

○
享
保
十
九
年
五
月
十
三
日　

江
戸
城
西
丸
仕
舞
・
囃
・
狂
言

宝
暦
名
女
川
本
「
孫
聟
」
後
記
に
記
す
の
は
、
後
者
の
上
演
の
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
孫
聟
」
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
に
お
け
る
、
享
保
十

九
年
上
演
時
の
台
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
曲
は
、

鷺
流
の
所
演
曲
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
、

「
仰
付
」
に
よ
る
上
演
の
機
会
が
稀
な
が
ら
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、
享
保
保
教
本
や
宝
暦
名
女
川
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

和
泉
流
最
古
本
の
天
理
本
に
よ
っ
て
、「
孫
聟
」
の
粗
筋
を
確
認
し
て
お

く
。
舅
が
登
場
し
、
太
郎
冠
者
を
呼
び
出
し
て
、
本
日
（
聟
入
り
の
た
め
）

聟
が
来
る
こ
と
を
告
げ
る
が
、
祖
父
が
何
か
と
差
し
出
る
の
で
、
寺
へ
遠

ざ
け
て
お
い
て
、
そ
の
留
守
に
聟
が
来
る
よ
う
に
し
よ
う
と
言
う
。
そ
れ

を
聞
き
つ
け
た
祖
父
は
、（
我
が
子
で
あ
る
）
舅
に
文
句
を
言
い
、
大
体
、

他
所
で
は
、
聟
取
り
や
嫁
取
り
に
は
自
分
の
よ
う
な
寿
命
め
で
た
い
年
寄

り
を
雇
っ
て
で
も
座
敷
へ
出
す
も
の
で
、
こ
の
た
び
は
自
分
の
孫
の
こ
と

だ
か
ら
座
敷
へ
出
る
の
は
当
然
だ
、
と
腹
を
立
て
る
。
舅
は
色
々
と
り
な

し
て
機
嫌
を
直
さ
せ
、
と
り
あ
え
ず
聟
が
来
る
ま
で
、
祖
父
を
奥
の
部
屋

に
入
れ
る
。
聟
が
登
場
し
、
舅
の
も
と
を
訪
れ
る
と
、
祖
父
は
、
呼
ば
れ

も
し
な
い
の
に
座
敷
へ
出
よ
う
と
す
る
の
で
、
太
郎
冠
者
が
、
ま
だ
早
い

と
止
め
る
。
聟
は
祖
父
に
お
目
に
か
か
り
た
い
と
言
う
。
祖
父
は
、
さ
れ
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ば
こ
そ
と
う
れ
し
く
思
い
、
座
敷
へ
出
て
、
何
か
と
差
し
出
た
ふ
る
ま
い

を
す
る
。
酒
盛
り
に
な
り
、
舅
が
引
出
物
の
太
刀
を
出
す
と
、
祖
父
は
若

い
時
か
ら
持
つ
小
さ
刀
を
出
す
。
聟
が
謡
い
出
し
、
聟
と
舅
が
舞
い
出
す

と
、
祖
父
も
立
っ
て
舞
う
。
聟
と
舅
が
舞
い
終
え
て
入
る
と
、
祖
父
は
そ

れ
を
知
ら
ず
に
舞
い
続
け
、「
聟
殿
は
ど
ち
へ
ぞ
、
は
や
い
な
れ
た
か
、
そ

れ
な
ら
ば
お
れ
も
い
な
ふ
」
と
言
っ
て
退
場
す
る
。

　

右
の
粗
筋
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
曲
は
、
聟
入
り
を
扱
っ
た

狂
言
の
一
種
で
あ
る
（
享
保
保
教
本
に
「
聟
ノ
類
ナ
リ
」
と
注
記
）
が
、

聟
入
り
の
際
の
「
聟
の
失
敗
」（
と
舅
の
と
り
な
し
）
を
専
ら
扱
う
聟
入
り

物
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
失
敗
を
描
か
ず
、
し
か
も
舅
の
老
父
（
祖

父
）
が
登
場
す
る
点
に
、
何
よ
り
構
想
上
の
特
色
が
あ
る
。
聟
入
り
物
の

類
型
に
一
ひ
ね
り
を
加
え
た
異
色
作
と
い
え
よ
う
。
聟
入
り
と
い
う
ハ
レ

の
場
で
何
か
と
差
し
出
た
が
る
祖
父
の
ふ
る
ま
い
と
、
そ
れ
を
苦
々
し
く

思
う
舅
の
対
比
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

老
人
が
何
か
と
差
し
出
た
が
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
室
町
後
期
の
能
役

者
で
あ
る
金
春
禅
鳳
の
伝
書
『
反
故
裏
の
書
』（
三
）
の
記
述
が
注
目
さ
れ

る
。

と
し
よ
り
て
能
こ
く
な
る
な
り
。
又
わ
か
く
せ
ん
と
す
れ
ば
、
て
ん

ぼ
う
に
な
り
て
、
い
よ
〳
〵
み
ら
れ
ず
。
花
伝
に
か
き
た
る
や
う
に
、

と
し
よ
り
て
は
、
せ
ぬ
よ
り
外
の
事
な
し
。
人
の
ざ
し
き
へ
も
、
と

し
よ
り
は
い
で
ぬ
よ
り
外
の
し
つ
け
な
し
と
い
ふ
也
。
何
事
も
し
ん

し
や
く
す
べ
し
。
か
な
ら
ず
〳
〵
さ
し
い
づ
る
物
也
。
こ
く
〳
〵
と

し
て
能
を
す
る
事
、
見
ら
れ
ず
候）
15
（

。

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
年
老
い
た
能
役
者
に
対
す
る
戒
め
な
の
で
あ
る
が
、

こ
の
記
述
か
ら
も
「
年
寄
り
は
何
か
と
差
し
出
る
も
の
」
と
い
う
通
念
は
、

お
そ
ら
く
当
時
か
ら
一
般
に
も
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
こ
う
し
た
認
識
は

本
曲
の
構
想
の
基
本
に
も
通
じ
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
本
曲
の
結
末
に
あ
る
謡
は
、「
音
曲
聟
」
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ

る
。
和
泉
流
・
天
理
本
に
は
、

「
な
に
事
も
か
ご
と
も
」
を
、
む
こ
、
う
た
ひ
出
す
、
お
ん
ぎ
よ
く
む

こ
の
心
、
む
こ
・
し
う
と
、
舞
、
其
時
お
う
ぢ
も
た
つ
て
、
い
か
に

も
ぶ
た
い
さ
き
へ
行
て
、
ま
ふ
、
む
こ
と
し
う
と
は
、
ま
ふ
て
入
、

お
う
ぢ
は
あ
と
に
い
て
、
舞
の
は
つ
る
も
し
ら
ず
し
て
、「
む
こ
殿
は

ど
ち
へ
ぞ
、
は
や
い
な
れ
た
か
、
そ
れ
な
ら
ば
、
お
れ
も
い
な
ふ
」

と
云
て
入
る
也

と
あ
っ
て
、
謡
の
詞
章
を
記
さ
な
い
が
、
傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
、「
音
曲

聟
の
心
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
「
音
曲
聟
」
の
結
末
を
同
じ
天
理
本

（
抜
書
）
で
見
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

シ
テ
「
な
に
事
も
か
こ
と
も
、
〳
〵
、
お
や
こ
の
け
い
や
く
す
る
上

は
、
た
ゝ
ひ
ら
に
御
免
候
へ
、「
ま
ひ
と
つ
め
せ
や
、
む
こ
殿
、
シ
テ
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「
ま
ひ
と
つ
め
せ
や
、
し
う
と
殿
、
二
人
「
三
さ
ん
九
度
も
す
き
ぬ
れ

は
、
後
は
酒
き
よ
う
の
あ
ま
り
に
て
、
む
こ
も
し
う
と
も
も
ろ
と
も

に
、
〳
〵
、
〳
〵
、
あ
ひ
舞
ま
ふ
て
そ
か
へ
り
け
る

「
音
曲
聟
」
の
場
合
は
、
聟
（
シ
テ
）
と
舅
が
右
の
謡
に
合
わ
せ
て
相
舞
す

る
。
宝
暦
名
女
川
本
「
孫
聟
」
の
結
末
を
見
る
と
、

ム
コ
「
…
何
事
も
か
ご
と
も
〳
〵
、
親
子
の
け
い
や
く
有
上
は
、
唯

ひ
ら
に
御
免
候
へ
、（
注
記
・
略
）
頓
て
乱
酒
に
な
り
し
か
ば
、
シ
ウ

ト
「
一
つ
参
れ
聟
殿
、
ム
コ
「
最
一
つ
め
せ
や
舅
殿
、
二
人
「
三
々
九

度
も
か
さ
な
れ
ば
、
後
は
酒
狂
の
余
り
に
て
、
聟
も
舅
も
諸
共
に
、

（
注
記
・
略
）
む
こ
も
舅
も
も
ろ
と
も
に
、
聟
も
舅
も
諸
共
に
、（
注

記
・
略
）
シ
テ
「
む
こ
も
し
う
と
も
諸
共
に
、
二
人
「
相
舞
も
ふ
て
ぞ

帰
り
け
る

と
あ
っ
て
、
傍
線
部
を
除
い
て
は
、
確
か
に
「
音
曲
聟
」
と
同
じ
謡
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
（
天
理
本
と
異
な
る
傍
線
部
は
、
享
保
保
教
本
「
音
曲

聟
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る）
16
（

）。
た
だ
し
、
聟
と
舅
の
相
舞
に
祖
父
が
加
わ
り
、

祖
父
が
舞
い
遅
れ
る
と
い
う
演
出
は
「
孫
聟
」
独
自
の
工
夫
で
あ
り
、
宝

暦
名
女
川
本
に
先
立
つ
享
保
保
教
本
（「
差
出
祖
父
」）
の
末
尾
に
、

仕
舞
万
音
曲
聟
同
前　

左
右
ニ
テ
留
直
ニ
入　

太
郎
冠
者
不
残
入　

仕
手
斗
不
知
残
タ
ル
テ
イ
ニ
テ
入　

工
夫
仕
様
可
有
事
也

と
記
す
通
り
で
あ
る
。

　
「
孫
聟
」
結
末
の
謡
は
、
同
じ
聟
入
り
物
で
あ
る
「
音
曲
聟
」
の
キ
リ
の

謡
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。「
音
曲
聟
」
は
、「
聟

の
失
敗
と
舅
の
と
り
な
し
」
と
い
う
聟
入
り
物
の
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
に

則
っ
た
曲
で
あ
り
、
聟
・
舅
に
加
え
て
祖
父
が
出
る
と
い
う
構
想
上
の
ひ

ね
り
が
存
す
る
「
孫
聟
」
よ
り
は
、
そ
の
形
成
に
お
い
て
先
行
す
る
と
考

え
ら
れ
る）

17
（

。
橋
本
朝
生
氏
に
よ
れ
ば
、
聟
入
り
物
の
類
型
は
室
町
期
に
作

ら
れ
、
し
か
も
室
町
後
期
ま
で
に
か
な
り
増
幅
さ
れ
て
い
た）

18
（

。「
孫
聟
」
の

室
町
期
に
お
け
る
形
成
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
が
、
正
保
頃
成
立）

19
（

の

天
理
本
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
遅
く
と
も
江
戸
初
期
の
正
保
頃
ま
で

に
、「
音
曲
聟
」
の
謡
を
取
り
込
む
か
た
ち
で
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。

二
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
の
内
容

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
宝
暦
名
女
川
本
に
附
載
す
る
江
山
本
「
差

出
祖
父
」
の
内
容
が
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
「
孫
聟
」
と
は
か
な
り
異
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
流
同
派
の
享
保
保
教
本
や
宝
暦
名
女

川
本
と
も
異
な
る
。
享
保
保
教
本
の
内
容
は
、
先
に
紹
介
し
た
和
泉
流
の

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
宝
暦
名
女
川
本
は
、
祖
父
を
寺
へ
遠
ざ
け

て
お
こ
う
と
す
る
舅
と
太
郎
冠
者
の
や
り
と
り
が
な
い
な
ど
、
せ
り
ふ
に
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異
な
る
点
が
多
い
が
、
大
筋
は
保
教
本
と
同
じ
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
に
対
し
て
、
江
山
本
は
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る
の
か
。
江
山
本

「
差
出
祖
父
」
に
は
、
冒
頭
に
「
舅
名
乗
常
の
通
り
、
太
郎
冠
者
も
同
前
、

座
に
居
る
と
祖
父
と
孫
出
る
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
舅
が
常
の
通
り
に

名
乗
り
（
最
上
吉
日
な
の
で
聟
が
来
る
）、
太
郎
冠
者
に
そ
の
旨
言
い
つ
け

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
（
孫
と
と
も
に
）
登
場
し
た
祖
父
（
シ
テ
）

の
名
ノ
リ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

シ
テ
「
是
は
此
他
り
の
者
て
御
座
る
、
今
日
は
最
上
吉
日
な
れ
は
孫

を
聟
入
さ
せ
ふ
と
存
る

祖
父
は
自
分
の
孫
を
聟
入
り
さ
せ
よ
う
と
言
う
。
つ
ま
り
、
江
山
本
の
祖

父
は
、
聟
に
と
っ
て
の
祖
父
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
和
泉
流
、
あ
る
い
は

享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
「
孫
聟
（
差
出
祖
父
）」
の
設
定
と
は
大
い

に
異
な
る
。
先
に
粗
筋
を
示
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
台
本
で
は
、
祖
父

は
舅
の
老
父
で
あ
っ
て
、
そ
の
孫
に
当
た
る
若
者
が
聟
入
り
の
た
め
に
や

っ
て
来
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
祖
父
は
孫
を
呼
び
出
し
、
聟
入
り
を
せ
よ
と
言
う
。

シ
テ
「
け
ふ
は
日
が
よ
い
程
に
聟
入
を
せ
ひ
、（
中
略
）
む
こ
「
い
や
、

此
様
な
事
は
お
か
ま
い
被
成
ぬ
物
て
御
座
る
、
シ
テ
「
な
ん
の
か
も

ふ
な
と
い
う
事
か
有
物
か
、
お
の
れ
が
何
を
し
り
を
つ
て
、
某
が
同

道
し
て
行
ぞ
、
む
こ
「
い
や
、
こ
な
た
の
御
座
る
に
は
及
ま
せ
ぬ
、
シ

テ
「
何
を
ぬ
か
し
を
る
、
身
共
か
つ
い
て
ゆ
か
ね
ば
心
元
な
ひ
、
早

う
支
度
を
せ
い
、
む
こ
「
ゐ
や
、
も
は
や
是
で
能
御
座
る
、
シ
テ
「
夫

な
ら
ば
お
し
や
れ
、
む
こ
「
申
、
か
な
ら
ず
こ
な
た
は
お
は
い
り
被

成
ま
す
る
な
、
シ
テ
「
気
遣
す
る
な
、
門
前
迄
つ
い
て
行
ぞ
、
む
こ

「
参
程
に
是
で
御
座
る
、
シ
テ
「
是
か
、
む
こ
「
こ
な
た
は
夫
に
御
待

被
成
て
御
座
れ
、
か
な
ら
ず
お
は
入
被
成
ま
す
な

聟
（
孫
）
は
、
再
三
祖
父
の
同
道
を
断
る
が
、
ど
う
し
て
も
つ
い
て
行
く

と
い
う
の
で
、
今
度
は
舅
の
家
に
は
入
ら
な
い
よ
う
頼
む
。
祖
父
が
「
差

し
出
る
こ
と
」
を
迷
惑
が
る
の
は
、
そ
の
孫
で
あ
る
聟
の
ほ
う
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
祖
父
は
聟
入
り
の
座
敷
に
出
る
。

…
…
祖
父
せ
き
を
し
な
か
ら
出
る　
（
太
郎
）「
い
や
、
祖
父
子
の
御
出
被
成

て
御
座
る
、
シ
テ
「
あ
ゝ
孫
か
聟
入
を
し
ま
す
る
が
、
門
前
迄
つ
い

て
参
が
心
元
な
さ
に
参
ま
し
て
御
座
る

聟
（
孫
）
は
、「
申
、
ひ
ら
に
お
か
ま
い
被
成
る
ゝ
な
、
こ
な
た
は
是
へ
出

さ
せ
ら
る
ゝ
な
」
と
言
っ
て
困
惑
す
る
が
、
祖
父
は
か
ま
わ
ず
、
舅
に
盃

を
催
促
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
場
を
仕
切
る
。
そ
こ
で
、
舅
と
聟
に
祖
父

を
交
え
て
の
盃
事
と
な
る
が
、
こ
の
盃
事
に
は
、
特
段
の
趣
向
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　

や
が
て
、
舅
が
聟
に
舞
を
所
望
す
る
。
舞
は
不
調
法
で
あ
る
と
し
て
、

聟
は
座
っ
た
ま
ま
舞
っ
た
り
、
ま
た
立
っ
て
舞
う
時
も
左
右
へ
廻
ら
な
か
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っ
た
り
す
る
。

む
こ
「
廻
り
と
ふ
は
御
座
れ
共
、
右
に
も
左
り
に
も
さ
す
が
み
が
御

座
る
、（
シ
ウ
ト
）「
舞
に
さ
す
が
み
が
か
ま
う
事
は
御
座
ら
ぬ
、
ひ
ら

に
左
右
に
ま
わ
ら
せ
ら
れ
ひ

こ
の
「
舞
に
さ
す
が
み
（
指
神
）
が
あ
る
」
と
い
う
聟
の
せ
り
ふ
は
、
た

だ
ち
に
、
同
じ
聟
入
り
物
の
狂
言
「
二
人
袴
」
を
想
起
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

山
口
鷺
流
の
元
祖
で
あ
る
春
日
庄
作
の
自
筆
本
「
弐
人
り
袴
（
二
人
袴
）」

で
は
、（

聟
）「
イ
ヤ
け
ふ
ハ
右
ニ
も
左
に
も
さ
す
神
か
有
ツ
テ
ま
わ
れ
ま
せ
ぬ　

舅
「
イ
ヤ
舞
に
さ
す
神
ハ
御
座
ら
ぬ　

平
ニ
ま
わ
せ
ら
れ
い

と
、
同
様
の
や
り
と
り
が
あ
る）

20
（

。

　

し
か
し
、
本
曲
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
ま
で
、
聟
が
舞
を
拒

む
理
由
は
な
い
（
し
い
て
言
え
ば
舞
が
不
調
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
）。

本
曲
で
は
、「
二
人
袴
」（
袴
を
前
後
に
引
き
裂
い
て
、
父
親
と
二
人
で
着

て
い
る
の
で
、
袴
の
後
ろ
が
な
い
）
や
「
引
敷
聟
」（
素
袍
の
上
を
袴
の
代

わ
り
に
着
て
い
る
）
の
よ
う
に
、
舅
（
や
太
郎
冠
者
）
に
後
ろ
を
見
ら
れ

て
は
困
る
状
況
は
特
に
設
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
江
山
本
「
差
出

祖
父
」
の
末
尾
に
は
、
装
束
付
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
聟
の
扮
装
は
、

む
こ　

段
の
し
め
、
す
わ
ふ
上
下
、
小
サ
刀
、
扇
、
折
ゑ
ほ
し

と
い
う
尋
常
な
も
の
で
あ
る
。

　

江
山
本
「
差
出
祖
父
」
に
は
、「
二
人
袴
」
の
影
響
が
色
濃
く
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
右
に
指
摘
し
た
舞
の
く
だ
り
だ
け
で
は
な
い
。
先
に

見
た
、「
聟
（
孫
）
の
聟
入
り
に
祖
父
が
つ
い
て
来
る
」
と
い
う
設
定
も
そ

う
で
あ
る
。「
二
人
袴
」
の
場
合
は
、
聟
の
父
親
が
聟
入
り
に
つ
い
て
来
る

の
が
特
徴
で
、
数
あ
る
聟
入
り
物
の
中
で
も
独
自
の
構
想
と
い
え
よ
う
。

本
曲
で
は
、
そ
の
代
わ
り
に
祖
父
が
つ
い
て
来
る
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、

「
二
人
袴
」
の
よ
う
に
、
聟
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
祖
父
の
意
思

に
よ
る
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
和
泉
流
や
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
と
比
較
し
て
、

江
山
本
は
、
少
な
く
と
も
発
端
か
ら
展
開
ま
で
の
筋
（
プ
ロ
ッ
ト
）
が
相

違
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
結
末
の
謡
に
関
し
て
は
、

常
の
「
孫
聟
」
と
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。

む
こ
「
何
事
も
か
ご
と
も
親
子
の
契
約
有
上
は
、
た
ゝ
ひ
ら
に
御
免

候
へ
、
シ
テ
「
や
か
て
乱
酒
に
な
り
し
か
ば
、
シ
ウ
ト
「
一
つ
参
れ
、

む
こ
ど
の
、
む
こ
「
も
一
つ
め
せ
や
、
舅
殿
、
三
人
「
三
々
九
度
も
か

さ
な
れ
ば
、
後
は
酒
き
や
う
の
余
り
に
や
、
聟
（
も
）
舅
も
諸
共
に
、

〳
〵
、
〳
〵
、
相
舞
ま
ふ
て
ぞ
帰
り
け
る

傍
線
部
は
、
先
に
引
い
た
宝
暦
名
女
川
本
と
共
通
す
る
。
こ
こ
は
間
違
い

な
く
、
鷺
流
の
詞
章
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
常
の
「
孫
聟
」
に

あ
っ
た
、
祖
父
だ
け
が
舞
い
遅
れ
、
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う
演
出
に
つ
い
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て
は
、
特
に
注
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
に
見
て
き
た
通
り
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
の
筋
は
、
明
ら
か
に

「
二
人
袴
」
を
な
ぞ
っ
て
い
る
が
、
キ
リ
の
謡
は
、
常
の
「
孫
聟
」
と
同
じ

（
つ
ま
り
「
音
曲
聟
」
の
謡
に
も
同
じ
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
台
本
が
存
在
す
る
の
か
。
和
泉
流
や
享
保
保
教
本
・

宝
暦
名
女
川
本
所
収
の
「
孫
聟
」
を
原
型
（
原
作
）
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は

大
幅
な
改
変
と
い
え
よ
う
。
本
曲
に
関
し
て
は
、
長
州
藩
狂
言
方
・
江
山

家
に
お
い
て
、
独
自
の
改
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、

こ
れ
は
通
常
の
概
念
で
い
う
「
改
作
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

原
型
と
比
べ
て
、
人
数
は
変
わ
ら
ず
、
キ
リ
の
謡
も
同
じ
で
あ
る
。
場

面
の
削
除
や
増
補
も
な
く
、
特
に
演
出
面
で
の
あ
ら
た
な
工
夫
は
認
め
ら

れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
祖
父
を
聟
の
祖
父
と
し
て
い
る
た
め
に
、
原
型

の
特
色
で
あ
っ
た
、
祖
父
の
差
し
出
た
ふ
る
ま
い
に
対
し
て
舅
や
太
郎
冠

者
が
迷
惑
が
る
く
だ
り
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
先
述
の
よ
う
に
、

同
じ
聟
入
り
物
で
あ
る
「
二
人
袴
」
の
筋
や
趣
向
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め

て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
後
ろ
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

て
舞
う
と
い
う
特
徴
的
な
演
出
の
意
味
も
失
わ
れ
て
い
る
。

　

通
常
、「
改
作
」
と
い
え
ば
、
改
作
者
（
江
山
家
の
狂
言
役
者
で
あ
ろ

う
）
が
既
存
の
「
差
出
祖
父
（
孫
聟
）」
の
台
本
を
踏
ま
え
て
、
何
ら
か
の

工
夫
を
加
え
る
意
図
を
も
っ
て
改
変
を
施
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
本
曲
の
場
合
は
、
そ
う
し
た
「
改
作
」
を
行
う
意
図
が

見
え
な
い
の
で
あ
る
。

三
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
の
形
成
と
そ
の
背
景

　

こ
こ
で
、
少
し
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
右
の
よ
う

な
内
容
の
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
が
形
成
さ
れ
た
背
景
（
事
情
）
を
推
測

し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
孫
聟
（
差
出
祖
父
）」
は
、
本
来
鷺
流
の
所
演
曲
で
は
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
な
く
、
他
流
・
他
派
で
行
わ

れ
て
い
る
狂
言
を
演
じ
た
い
場
合
、
ど
う
す
る
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の

は
、
次
の
よ
う
な
手
段
で
あ
ろ
う
。

○ 

他
流
の
役
者
に
伝
授
（
台
本
）
を
請
う
（
そ
の
上
で
、
独
自
の
改
変

を
施
す
場
合
も
あ
ろ
う
）。

○ 

い
わ
ゆ
る
「
見
と
り
・
聞
き
と
り）

21
（

」
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
も
の

に
す
る
。

江
山
本
「
差
出
祖
父
」
の
場
合
は
、
右
の
ど
れ
で
も
な
い
。
台
本
を
請
う

た
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
常
の
「
孫
聟
」
と
基
本
的
な
趣
向
（
舅
の

祖
父
が
聟
入
り
の
場
に
差
し
出
る
）
は
同
じ
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
に

触
れ
た
、
大
蔵
虎
光
が
山
脇
元
業
に
伝
授
を
請
う
た
例
は
そ
れ
に
相
当
す
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る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
方
、
本
曲
は
、「
見
と
り
・
聞
き
と
り
」
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
場
合
も
、
細
部
の
せ
り
ふ
は
と
も
か

く
、
大
筋
は
、
や
は
り
既
存
の
「
孫
聟
」
と
同
じ
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

宝
暦
名
女
川
本
に
附
載
さ
れ
た
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
は
、
長
州
藩
狂

言
方
で
あ
る
江
山
家
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ

れ
は
中
央
の
家
元
な
い
し
は
弟
子
家
の
台
本
で
は
な
く
、
地
方
の
弟
子
家

の
台
本
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
何
か
特
別
な
背
景
が
存
す
る
の
で
は
な
い

か
。

　

例
え
ば
、
何
ら
か
の
事
情
（
藩
主
の
所
望
な
ど
）
に
よ
り
、
江
山
家
の

役
者
が
「
差
出
祖
父
」
を
演
じ
る
必
要
が
急
に
生
じ
た
と
す
る
。
し
か
し
、

も
と
も
と
鷺
流
の
所
演
曲
で
は
な
い
の
で
、
台
本
も
手
元
に
な
く
、
家
元

か
ら
の
伝
授
も
受
け
て
い
な
い
。
長
州
藩
の
狂
言
方
に
は
、
大
蔵
流
も
あ

っ
た）
22
（

が
、
あ
い
に
く
「
差
出
祖
父
（
孫
聟
）」
は
、
大
蔵
流
の
所
演
曲
で
も

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
考
え
ら
れ
る
手
だ
て
は
、
中
央
（
江
戸
）
の
伝
右

衛
門
家
に
問
い
合
わ
せ
を
行
う
か
、
も
し
く
は
手
近
な
と
こ
ろ
で
、
内
容

の
探
索
を
行
う
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

確
か
に
、
享
保
九
年
以
前
の
成
立
で
あ
る
享
保
保
教
本
に
は
、「
京
流
ノ

狂
言
」
と
し
て
「
差
出
祖
父
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
江
山
家
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
保
教
本
成
立
以
前
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
江
戸
の
鷺
伝
右

衛
門
家
に
も
台
本
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
問
い
合
わ

せ
が
保
教
本
成
立
以
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
伝
右
衛
門
家
と
し
て
は
、

鷺
流
の
正
規
の
演
目
で
な
い
の
で
、
流
儀
の
台
本
が
定
ま
ら
ず
、
伝
授
を

拒
ん
だ
（
ま
た
は
で
き
な
か
っ
た
）
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

享
保
保
教
本
「
差
出
祖
父
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
和
泉
流
に
近
い
。

と
こ
ろ
が
、
宝
暦
名
女
川
本
「
孫
聟
」
は
、
細
部
の
せ
り
ふ
な
ど
、
保
教

本
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
名
女
川
本
に
お
い
て
は
、
和
泉
流
の
原

型
的
な
か
た
ち
か
ら
、（
せ
り
ふ
の
レ
ベ
ル
で
）
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
曲
に
関
し
て
は
、
保
教
本
と
名
女
川
本
の
間
に

懸
隔
が
あ
る
。
保
教
本
に
記
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
演
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

事
実
上
、
伝
承
が
中
絶
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
後
、「
仰
せ
付

け
」
に
よ
る
上
演
の
機
会
が
あ
っ
て
（『
触
流
し
御
能
』
に
見
え
る
享
保
十

四
年
、
ま
た
は
同
十
九
年
の
上
演
）、
そ
の
時
に
あ
ら
た
に
台
本
が
作
ら
れ

た
と
い
う
事
情
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
宝
暦
名
女
川
本
に
、
長
州
藩

江
山
家
の
台
本
を
収
め
て
い
る
こ
と
自
体
、
上
演
に
当
た
っ
て
、
江
戸
に

は
な
い
台
本
の
探
索
が
行
わ
れ
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
問
い
合
わ
せ
が
保
教
本
成
立
以
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
曲

の
鷺
流
と
し
て
の
定
ま
っ
た
台
本
は
、
や
は
り
事
実
上
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
し
、
江
山
家
の
役
者
が
家
元
か
ら
台
本
の
伝
授
を
受
け
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
上
演
す
れ
ば
よ
い
の
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で
、
江
山
本
の
よ
う
な
特
異
な
台
本
が
作
ら
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
本
曲
が
鷺
流
に
と
っ
て
稀
曲
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
結
局
、
中
央
（
江
戸
）
か
ら
江
山
家
へ
「
孫
聟
（
差
出
祖
父
）」

の
正
式
な
（
台
本
を
介
し
た
）
伝
授
は
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
江
山
家
の
役
者
た
ち
は
、
享
保
保
教
本
（
和
泉
流
に
同
じ
）

ま
た
は
宝
暦
名
女
川
本
に
収
め
る
よ
う
な
「
孫
聟
（
差
出
祖
父
）」
の
台
本

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
つ
ま
り
、
改
作
の
前
提
と
な
る

原
作
は
江
山
家
に
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
）
の
で
あ
ろ
う
。

　

宝
暦
名
女
川
本
に
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
形
成
（
制
作
）
は
、
宝
暦
名
女
川
本
が
成
立
し
た
宝
暦

十
一
年
頃
以
前
と
な
る
。
そ
れ
以
前
に
問
い
合
わ
せ
や
探
索
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
台
本
の
伝
授
は
な
く
と
も
、
江
山
家
の
「
差
出
祖

父
」
は
先
に
見
た
よ
う
な
内
容
で
現
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

台
本
を
制
作
す
る
の
に
必
要
最
低
限
の
情
報
は
、
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
は
例
え
ば
、「
差
出
祖
父
（
孫
聟
）」
と
は
「
聟
入
り
に
祖
父
が
差

し
出
る
狂
言
」
で
あ
り
、「
キ
リ
の
謡
は
「
音
曲
聟
」
に
同
じ
」
と
い
う
程

度
の
情
報
で
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り
、「
聟
入
り
に
祖
父
が
差
し
出
る
狂

言
」
と
い
う
中
心
趣
向
だ
け
を
伝
聞
し
て
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
の
基

本
的
な
筋
は
組
み
立
て
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
際

参
照
さ
れ
た
の
が
、
同
じ
聟
入
り
物
で
、
聟
の
父
親
が
登
場
す
る
と
い
う
、

他
曲
に
は
な
い
構
想
を
も
つ
「
二
人
袴
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

「
父
親
」
を
「
祖
父
」
に
替
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
キ
リ
の
謡

に
つ
い
て
は
、「
音
曲
聟
」
の
謡
を
そ
の
ま
ま
使
え
ば
よ
い
。

　

狂
言
の
中
心
を
な
す
趣
向
だ
け
が
狂
言
役
者
に
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
も

と
に
新
た
な
狂
言
が
作
ら
れ
た
例
は
、
江
戸
期
に
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。

ま
ず
一
つ
は
、『
わ
ら
ん
べ
草
』
十
九
段
・
注
に
見
え
る
、
鷺
仁
右
衛
門
が

徳
川
家
康
の
命
に
よ
っ
て
、「
半
銭
（
飯
銭
）」
を
新
作
し
た
例
で
あ
る）
23
（

。

権
現
様
の
御
時
も
、
道
倫
、
鷺
、
徳
右
衛
門
、
三
人
に
被
仰
付
、
出

家
の
無
学
に
て
、
ふ
せ
を
と
り
、
ぢ
ご
く
に
お
つ
る
所
を
、
狂
言
に

つ
く
り
候
へ
と
有
し
時
、
は
ん
せ
ん
の
狂
言
を
つ
く
り
し
な
り

さ
ら
に
、
享
保
保
教
本
「
家
童
子
」
の
注
記
に
い
う
、
吉
田
喜
太
郎
（
大

蔵
流
の
役
者
）
が
「
家
童
子
」
と
い
う
新
作
を
作
っ
た
例
も
挙
げ
ら
れ
る）
24
（

。

御
小
姓
御
内
用
承
以
間
部
淡
州
ヲ
吉
田
喜
太
郎
江
女
ノ
酒
ニ
酔
狂
言

有
之
哉
ト
御
尋　

則
其
段
喜
太
郎
相
達
正
徳
元
年
卯
ノ
十
二
月
九
日

ニ
即
座
作
書
上
候
狂
言

い
ず
れ
も
、
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、「
出
家
の
無
学
に
て
、
ふ
せ
を
と

り
、
ぢ
ご
く
に
お
つ
る
所
」
と
か
、「
女
ノ
酒
ニ
酔
狂
言
」
と
か
、
狂
言
の

構
想
の
中
心
と
な
る
趣
向
を
表
す
簡
単
な
文
言
を
基
に
し
て
（
場
合
に
よ

り
、
類
曲
を
参
照
し
て
）、
当
時
に
お
け
る
新
作
が
狂
言
役
者
に
よ
っ
て
即
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座
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
江
山
家
に
お
け
る
「
差
出
祖
父
」
の
新
作
的

「
改
作
」
に
際
し
て
も
、
右
の
例
に
類
す
る
事
情
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
常
の
「
孫
聟
」
と
大
き
く
異
な
り
、
な
お
か
つ
「
二
人
袴
」

に
依
拠
し
た
筋
を
も
つ
「
差
出
祖
父
」
の
内
容
は
、
そ
う
し
た
形
成
事
情

を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

鷺
流
の
稀
曲
で
あ
っ
た
「
孫
聟
」
は
、
享
保
保
教
本
や
宝
暦
名
女
川
本

に
そ
の
本
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
暦
名
女
川
本
に
附
載
さ
れ
た
江

山
本
「
差
出
祖
父
」
は
、
そ
れ
ら
と
は
か
な
り
異
な
る
内
容
を
も
つ
特
異

な
台
本
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
長
州
藩
鷺
流
の
台
本
と
し
て
独
自
の
内

容
を
も
つ
「
差
出
祖
父
」
を
分
析
し
、
そ
の
形
成
（
制
作
）
事
情
を
や
や

大
胆
に
推
測
し
て
み
た
。
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
は
、
祖
父
を
聟
の
祖
父

と
し
て
お
り
、
し
か
も
「
二
人
袴
」
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
、
結
果
的
に

本
来
の
特
色
を
薄
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
改
作
」
と
し
て
は
、
必
ず
し
も

成
功
例
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
台
本
が
必
要
と
さ

れ
た
背
景
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
期
の
地
方
諸
藩
に
お
け
る

狂
言
の
実
態
や
伝
承
の
あ
り
方
が
見
え
て
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
が

一
つ
の
問
題
提
起
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
「
差
出
祖
父
」
と
い
う
曲
が
、
長
州
藩
で
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ

た
か
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
な
い）
25
（

。
山
口
市
天
花
に
は
、
最
後
の
長
州
藩

主
・
毛
利
敬
親
を
祀
る
野
田
神
社
が
あ
る
。
そ
の
絵
馬
殿
に
掲
げ
ら
れ
る

奉
納
額
の
一
つ
に
、
明
治
二
十
六
年
の
「
野
田
神
社
御
神
能
」
の
番
組
を

記
し
た
も
の
が
あ
る
。
墨
色
が
薄
れ
て
判
読
し
難
い
部
分
も
あ
る
が
、
そ

の
狂
言
番
組
（「
入
間
川
」
以
下
八
番
、
春
日
庄
作
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ

る
上
演
と
考
え
ら
れ
る
）
の
中
に
「
差
出
祖
父
」（
シ
テ
村
田
安
太
郎
）
が

認
め
ら
れ
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
江
山
本
の
中
に
「
差

出
祖
父
」
の
記
載
は
な
く
、
ま
た
現
在
の
山
口
鷺
流
で
も
上
演
さ
れ
な
い
。

明
治
二
十
六
年
当
時
の
上
演
内
容
を
確
認
す
る
す
べ
は
な
い
が
、
明
治
中

期
、
す
な
わ
ち
山
口
鷺
流
の
元
祖
・
春
日
庄
作
の
存
命
の
頃
ま
で
は
、
確

か
に
「
差
出
祖
父
」
は
、
山
口
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）　

石
川
弥
一
氏
「
地
方
に
残
存
す
る
鷺
流
狂
言
」（『
国
語
と
国
文
学
』

昭
二
九
・
五
）、
拙
稿
「
山
口
鷺
流
」（『
国
立
能
楽
堂
特
別
企
画
公
演　

鷺
流
狂
言
の
流
れ
を
た
ど
っ
て
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
平
一
二
・
一
〇
所

収
）。
拙
稿
「
や
ま
ぐ
ち
に
伝
わ
っ
た
鷺
流
狂
言
」（
山
口
県
立
大
学
国

際
文
化
学
部
編
『
大
学
的
や
ま
ぐ
ち
ガ
イ
ド
―
「
歴
史
と
文
化
」
の

新
視
点
―
』
昭
和
堂
、
平
二
三
所
収
）。
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（
2
）　

拙
稿
「
山
口
鷺
流
の
位
置
（
上
）（
下
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
17
〜
18
、
平

二
三
・
三
、
平
二
四
・
三
）、
拙
稿
「
山
口
鷺
流
台
本
の
系
統
（
一
）
〜

（
四
）
―
春
日
庄
作
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
山
口
県
立
大
学
国
際

文
化
学
部
紀
要
』
19
〜
22
、
平
二
五
・
三
、
平
二
六
・
三
、
平
二
七
・

三
、
平
二
八
・
三
）。

（
3
）　

江
山
本
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
石
川
弥
一
氏
『
山
口
に
残
存
す
る

鷺
流
狂
言
』（
山
口
市
鰐
石
能
狂
言
研
究
会
、
昭
三
二
）
参
照
。
ま
た
、

書
誌
及
び
翻
刻
本
文
に
つ
い
て
は
、
鷺
流
狂
言
記
録
作
成
委
員
会
編

『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』（
山
口
市
教
育
委
員
会
、
平
一
三
）
参
照
。

（
4
）　

江
山
家
に
つ
い
て
は
、
石
川
弥
一
氏
『
山
口
に
残
存
す
る
鷺
流
狂

言
』（
山
口
市
鰐
石
能
狂
言
研
究
会
、
昭
三
二
）、
同
氏
「
鷺
流
狂
言
に

関
す
る
二
、
三
の
考
説
」（『
山
口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
』
2
、
昭

二
八
・
一
一
）、
樹
下
明
紀
氏
「
鷺
流
狂
言
再
考
」（『
山
口
県
文
化
財
』

28
、
平
六
・
七
）
参
照
。

（
5
）　

宝
暦
名
女
川
本
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
永
井
猛
氏
『
狂
言
変
遷
考
』

（
三
弥
井
書
店
、
平
一
四
）
第
二
章
一
「
鷺
流
「
宝
暦
名
女
川
本
」
に
つ

い
て
」
参
照
。
ま
た
本
文
は
、
北
川
忠
彦
氏
・
関
屋
俊
彦
氏
「
翻
刻　

鷺

流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』（
一
）
〜
（
六
）」（『
女
子
大
国
文
』
105
〜

110
、
平
一
・
六
〜
平
三
・
一
二
）
に
翻
刻
さ
れ
る
。

（
6
）　

宝
暦
名
女
川
本
『
萬
聞
書
』
所
収
「
鷺
大
倉
京
流
名
替
」
に
も
、

「
さ
し
で
祖
父　
孫
む
こ
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
鷺
流
に
お
い
て
は
（
後

述
の
よ
う
に
）「
孫
聟
」
の
曲
名
で
の
上
演
記
録
が
あ
る
。

（
7
）　
「
習
物
・
風
流
」
所
収
の
「
花
子
」
に
つ
い
て
は
、
三
種
の
台
本
を

載
せ
る
。

（
8
）　

現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
か
つ
て
宝
暦
名
女
川
本
の
一
部
で

あ
っ
た
「
遠
雑
類
」
に
収
め
る
「
無
縁
聟
」
に
は
、「
銀
三
郎
」
の
詞
章

を
附
載
し
、
そ
こ
に
は
「
無
縁
聟
と
同
事
也
此
銀
三
郎
狂
言
ハ
長
門
ノ

江
山
氏
ヨ
リ
来
ル
」（
傍
線
引
用
者
）
と
注
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
笹
野

堅
氏
「
古
本
能
狂
言
・
間
に
つ
き
て
の
研
究
（
三
）」（『
書
誌
学
』
52
、

昭
一
二
・
一
〇
）
参
照
。
な
お
、
注
（
5
）
の
永
井
猛
氏
論
考
に
も
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
る
。

（
9
）　

古
川
久
氏
・
小
林
責
氏
編
『
狂
言
辞
典　

資
料
編
』（
東
京
堂
出

版
、
昭
六
〇
）「
資
料
翻
刻
」
所
収
。
な
お
、
こ
の
山
脇
元
業
か
ら
大
蔵

虎
光
へ
の
「
孫
聟
」
伝
授
の
こ
と
は
、
関
屋
俊
彦
氏
「
和
泉
流
家
系
考

―
山
脇
和
泉
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
』
和
泉
書

院
、
平
六
所
収
）
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

笹
野
堅
氏
「
古
本
能
狂
言
間
に
つ
き
て
の
研
究
（
二
）」（『
国
文
学

研
究
』
9
、
昭
一
二
・
一
一
）。

（
11
）　

橋
本
朝
生
氏
「
天
理
本
『
狂
言
抜
書
』
と
狂
言
歌
謡
」（
新
日
本
古
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典
文
学
大
系
『
梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集　

狂
言
歌
謡
』
岩
波
書
店
、
平
五

所
収
）。

（
12
）　

そ
れ
以
外
に
は
、
常
磐
松
文
庫
抜
書
本
に
、
舅
の
せ
り
ふ
の
み
記

載
。
な
お
、
本
曲
は
鷺
仁
右
衛
門
派
の
台
本
に
は
見
え
な
い
。

（
13
）　

注
（
5
）
の
永
井
猛
氏
論
考
参
照
。

（
14
）　
『
触
流
し
御
能
組
』
記
事
の
検
索
は
、
演
能
記
録
調
査
研
究
グ
ル
ー

プ
編
「『
触
流
し
御
能
組
』
の
演
者
名
総
覧
と
索
引
（
一
）
〜
（
四
）」

（『
能
楽
研
究
』
31
〜
34
、
平
一
九
・
七
〜
平
二
二
・
三
）
に
よ
る
。

（
15
）　

表
章
氏
・
伊
藤
正
義
氏
校
注
『
金
春
古
伝
書
集
成
』（
わ
ん
や
書

店
、
昭
四
四
）
に
よ
り
、
原
本
写
真
も
参
照
し
た
。

（
16
）　

な
お
、
享
保
保
教
本
「
差
出
祖
父
」
の
キ
リ
の
謡
は
和
泉
流
の
そ

れ
に
同
じ
で
あ
る
。

（
17
）　
「
音
曲
聟
」
の
現
存
最
古
の
上
演
記
録
は
、
慶
長
七
年
五
月
四
日
、

金
春
大
夫
禁
中
能
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
（『
文
禄
慶
長
御
能
組
』）。
し

た
が
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
形
成
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
18
）　

橋
本
朝
生
氏
「
聟
入
り
物
狂
言
の
諸
相
」（『
続　

狂
言
の
形
成
と

展
開
』
瑞
木
書
房
、
平
二
四
所
収
）。

（
19
）　

田
口
和
夫
氏
「
天
理
本
『
狂
言
六
義
』
解
説
」（『
能
・
狂
言
研
究

―
中
世
文
芸
論
考
―
』
三
弥
井
書
店
、
平
九
所
収
）。

（
20
）　

こ
の
や
り
と
り
は
、
鷺
流
以
外
の
流
派
に
も
あ
り
、
ま
た
「
二
人

袴
」
と
趣
向
の
共
通
す
る
「
引
敷
聟
」
や
、
舞
い
難
い
状
況
で
舞
わ
さ

れ
る
「
懐
中
聟
」
に
も
見
え
る
。

（
21
）　

大
蔵
虎
明
『
わ
ら
ん
べ
草
』
八
十
段
に
、「
今
の
世
、
わ
き
〳
〵

に
、
見
と
り
、
聞
と
り
、
に
た
事
を
す
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
式

な
伝
授
や
稽
古
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
他
流
の
舞
台
を
見
て
、
詞
章

や
演
出
を
「
盗
み
取
る
」
こ
と
。

（
22
）　

江
戸
末
期
の
時
点
で
は
、
長
州
藩
抱
え
の
大
蔵
流
の
家
と
し
て
、

春し
ゅ
ん
に
ち

日
・
原
・
山
本
（
三
郎
右
衛
門
）
の
三
家
が
あ
っ
た
。
小
林
責
氏
「
山

口
鷺
流
の
歴
史
と
芸
系
、
現
状
、
特
質
」（
鷺
流
狂
言
記
録
作
成
委
員
会

編
『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』
山
口
市
教
育
委
員
会
、
平
一
三
所
収
）

参
照
。

（
23
）　

田
口
和
夫
氏
「
近
世
初
期
の
鷺
流
―
「
は
ん
せ
ん
（
飯
銭
）」
新

作
の
意
味
」（『
狂
言
論
考
―
説
話
か
ら
の
形
成
と
そ
の
展
開
』
三
弥

井
書
店
、
昭
五
二
所
収
）。

（
24
）　

橋
本
朝
生
氏
「〈
家
童
子
〉
と
い
う
狂
言
と
吉
田
喜
太
郎
」（『
狂
言

の
形
成
と
展
開
』
み
づ
き
書
房
、
平
八
所
収
）。

（
25
）　

天
保
三
年
、
山
本
甚
三
郎
書
写
の
奥
書
を
も
つ
『
狂
言
名
寄
・
内

外
間
名
寄
』（
山
口
県
立
大
学
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
）
の
狂
言
名

寄
及
び
人
数
・
装
束
付
は
、
当
時
の
長
州
藩
狂
言
方
（
鷺
流
）
に
お
け

る
狂
言
名
寄
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
差
出
祖
父
（
孫
聟
）」



200

の
曲
名
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
江
山
本
「
差
出
祖
父
」
の
形
成
の
上

で
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
本
稿
で
推
測
し
た
「
二
人
袴
」「
音
曲
聟
」
は
見

出
さ
れ
る
。
拙
稿
「〔
翻
刻
〕
狂
言
名
寄
・
内
外
間
名
寄
（
山
口
県
立
大

学
蔵
）」（『
山
口
県
立
大
学
大
学
院
論
集
』
4
、
平
一
五
・
三
）
参
照
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
〜
三
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費

補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
に
よ
る
研
究
「
山
口
市
に
伝
承
さ
れ
る
鷺

流
狂
言
の
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号16K

02371

）
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

（
い
な
だ　

ひ
で
お
／
山
口
県
立
大
学
教
授
）


